
⇒

⇒思考・判断・表現

＜学習上の課題＞
　国語の「話すこと・聞くこと」の正答率が毎年低い傾
向にある。
＜指導上の課題＞
　自分の考えや表現方法を深めたり広げたりするた
めの時間が確保されていない。

知識・技能

＜学習上の課題＞
　どの教科も全国平均正答率を上回り全体的には基
礎基本の定着は図れているが個人差が大きい。
＜指導上の課題＞
　児童が学習内容の反復や習熟に取り組む時間の設
定が不十分である。

学力向上策【実施時期・頻度】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と学力向上策

「ドリルパーク」や「スタディサプリ」等を活用し、国語では漢字、算数では
基本的な計算等の反復や習熟に取り組む。【毎単元】
また、児童が自らの学びを振り返る時間を設定し、次時への学びに生か
せるようにする。【毎授業】

授業の中に意図的に友達との話合いの活動の場を設定する。その際、活
動の中に共同編集を位置付け、協働的な学びを通して考えたり、表現し
たりすることができるようにする。【毎単元】

思考・判断・表現

③

知識・技能

評価（※） 学力向上策【実施時期・頻度】

中間期見直し中間期報告

学力向上策の実施状況

知識・技能

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 学力向上策の実施状況⑤ ② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 次年度への課題と学力向上策

思考・判断・表現

知識・技能

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和７年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【北浦和小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）



⇒

⇒

「ドリルパーク」や「スタディサプリ」等を授業と連動させて活用す
ることで反復・習熟に取り組むとともに、授業では物語文教材や説
明文教材を通して、主語・述語の関係等、文章構成を意識した指導
を充実させる。【各単元ごとの実施】

思考・判断・表現

根拠となる部分を引用して自分の考えを書いたり、資料からいろ
いろな視点で読み取ったりする学習を授業の中に意図的に盛り込
み、論理的思考力を育成するために適宜話合い活動を取り入れ思
考や表現の幅を広げる。【各単元ごとの実施】

<学習上の課題>
国語では登場人物や作者の心情や情景の読み取
り、算数ではグラフや資料の読み取りにおける正
答率が毎年低い傾向にある。
<指導上の課題>
国語、算数ともに読み取りを深めるための時間
が確保できていない。

知識・技能

<学習上の課題>
国語「言葉の特徴や使い方に関する事項」の「主
語と述語の関係」における正答率が低い。
<指導上の課題>
授業の中で文章構成の理解を深める学習が年間
通してできていない。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

知識・技能

思考・判断・表現

自分の考えを根拠となる部分を引用して書いたり、いろ
いろな視点で資料を読み取る学習は、日々の授業の中で
取り組んでいる。また、論理的思考力を育成するための
話合い活動を授業の中に取り入れることで、思考や表現
の幅を広げることに繋がっている。

Ｂ

Ｂ

変更なし

変更なし

授業と連動させて「ドリルパーク」や「スタディサプリ」等
を活用し、漢字や基本的な計算等の反復・習熟に取り組
むことはできている。授業の中で文章構成を意識した指
導も行っているが、各単元ごとに実施ができるようにマ
ネジメントしていく。

③
評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況 授業改善策【評価方法】

第３学年～第６学年のどの学年においても、国語、算数、社会、理科の全４教科で市平均を上回る結果となった。社会では「現
代社会の仕組みや働きと人々の生活」の領域で８０％を超える正答率であった。反対に課題となったのは、国語では「話す・聞
く」の領域で６０％台、算数では「数と計算」の領域で６０％台、理科では「エネルギー」「粒子」「地球」の各領域で５０％台の正答
率であった。

知識・技能
第３学年～第６学年のどの学年においても、国語、算数、社会、理科の全４教科で市平均を上回る結果となった。社会では「現
代社会の仕組みや働きと人々の生活」の領域で８０％を超える正答率であった。反対に課題となったのは、算数では「数と計
算」「図形」の各領域で６０％台、理科では「エネルギー」「粒子」の各領域で５０％台の正答率であった。

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

Ｂ

Ｂ思考・判断・表現

知識・技能

「スタディサプリ」においては毎日の授業と連動させて活用することがなかなかできなかったが、「ドリル
パーク」においては日々積極的に活用することができ、漢字や計算等の反復・習熟等に取り組むことが習
慣化し自校テストの結果に結びついている。また、文章構成を意識した指導についても各単元ごとに実施
できた。「これまでの授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問
項目では、肯定的な回答の割合は９０％を超えた。

根拠となる部分を引用して自分の考えを書いたり、資料からいろいろな視点で読み取ったりする学習を
授業の中に意図的に盛り込むことで、個々の考えを深めることができた。また、論理的思考力を育成する
ための話合い活動を授業の中に取り入れることで、思考や表現の幅を広げることに繋がった。「学級の友
達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができてい
ますか」の質問事項では、肯定的な回答の割合は９５％を超えた。

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤

Ｒ６年度全国学力・学習状況調査の「知識・技能」において、Ｒ５年度の自校の結果と平均正答率を比較すると、国語が＋０．１
pt、算数が＋５．１％であった。国語では、学習指導要領の内容「言葉の特徴や使い方に関する事項」の「文の中で正しく漢字を
使うことができるか」をみる問題の正答率が低い。昨年度の全国学力・学習状況調査においても、同内容における正答率が低
いことから、学校全体の課題といえる。算数では、特に課題は見られなかった。

思考・判断・表現

Ｒ６年度全国学力・学習状況調査の「思考・判断・表現」において、Ｒ５年度の自校の結果と平均正答率を比較すると、国語が－
０．１pt、算数が－２．７％であった。国語では、学習指導要領の内容「書くこと」の「目的や意図に応じて自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫することができるか」の問題の正答率が低い。昨年度においても、同内容における正答率が低いことか
ら、学校全体の課題といえる。算数では、学習指導要領の内容「図形」「変化と関係」「データの活用」の「立方体の求積」「道の
り・速さ・時間の関係」「表やグラフからの読み取り」の問題の正答率が低い。「図形」と「表やグラフの読み取り」については、昨
年度も正答率が低いことから、学校全体の課題であるといえる。

② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

どの学年においても、全教科とも全国平均正答率を上回ってはいるが、国語では「話すこと・聞くこと」、算数では「数の計
算」、理科では「エネルギー」「粒子」が課題となっている。各教科とも、問題の主旨を捉え根拠となる資料を基に自己の考えを
まとめる活動を重視していきたい。また教科横断的な視点として図やグラフ等の資料を用いる際、「誰が」「どのような視点
で」など、資料の見方を高めていけるような活動を意図的に盛り込んでいきたい。

知識・技能

どの学年においても、全教科とも全国平均正答率を上回り、全体的には基礎的・基本的な知識・技能の定着は図れているが個
人差が大きい。引き続き「ドリルパーク」等の個別に蓄積されたデータを効果的に活用しながら、個別に必要な支援を講じて
いく必要がある。また、文章構成を意識した指導について継続していくとともに、国語の「言葉の特徴や使い方に関する事項」
への取組を全学年で重点的に行っていきたい。

⑥

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【北浦和小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


